
９－１　中国・九州地方の地殻変動

　　　　Crustal 5/lovements in the Chugoku and Kyushu Districts

　　　　　　　国土地理院

Geographical Survey lnstitute

　第１～３図は中国地方西部の水準測量の結果である．第１図の下関市から松江市に至る日本海側

の路線，第２図の下関市から岩国市に至る瀬戸内海沿岸の路線および岩国市から益田市に至る中国

地方西部を南北に縦断する路線，第３図の下関市から北九州市に至る路線では，最大4cmの空間的

に緩やかなうねりが見られるが，期開か約8年間であることを考えると，特に注意すべき地殻変動で

はない．

　第４～８図は，九州地方の水準測量の結果である．第４図の下段右端の福岡市の訓点3193とJ1816

で約3cmと約2cmの沈下が見られるが，その大きさと空間波長は2005年3月20日の福岡県西方沖（福

岡県北西仲）の地震の断層運動では説明できない．第５図上段の久留米市から大分市に至る九州北

部を東西に横断する路線,及び下段の芦北町から高鍋町に至る九州南部を東西に横断する路線では，

特に大きな変動はない．第６図は，阿久根市から鹿児島湾（絹江湾）北部を周り宮崎市に至る路線

で，姶良カルデラ地下のマグマの膨張によると考えられる隆起が鹿児島市，姶良町，加治木町，霧

高市で見られる．第７図は宮崎市から大分市に至る南北の路線で，宮崎市，新富町に見られる沈降

は，工業用水のくみ上げによる地盤沈下のようである．第８図は，仮屋を不動点とした水準路縮緬

平均の結果で，約8年間の上下変動をまとめた図である．福岡市付近の-18mmと-24mmの沈降につい

ては,2005年3月20日の福岡県西方沖の地震の断層モデルでは説明できないが，この地震による液沃

化現象が見られる地域でもあり，地震時の液状化または対象期間における表層地盤の沈下と考えら

れる．

　第９図は，2006年6月12日に大分県でM6.2の地震が発生した前後の九州地方の地殻変動である．

水平変動ベクトルを上段に大分九重と日向観測点の時系列（国定点:三隅）を示した．地震時およ

び地震後の地殻変動は検出されていない．

］

.

）

国土地理院，

参　考　文　献

2004，

２）国土地理院，2004，

3）国土地理院，2005，

4）国土地理院，2005，

5）国土地理院，2005，

会会報，74，494-497.

6）国土地理院，2006，

7）国土地理院，2006，

中国・四国・九州地方の地殻変動，地震予知連絡会会報，71，680-694.

中国・四国・九州地方の地殻変動，地震予知連絡会会報，72，552-574.

中国・四国・九州地方の地殻変動，地震予知連絡会会報，73，569-574.

中国・四国・九州地方の地殻変動，地震予知連絡会会報，74，409-439.

地殻変動統合解析による福岡県西方沖の地震のすべり分布，地震予知連絡

四国・九州地方の地殻変動，地震予知連絡会会報，75，509-516.

九州・沖縄地方の地殻変動，地震予知連絡会会報，76，578-585.

一

肘3－



－
０
、
『
々
Ｊ
４

４
う
り
り
乙
１
０

２
り
り
４
５
６

一
一
一
一
一

Ｉ
０
、
‐
１
４
Ｊ
４
４
遥
‐
7
0
0
0
0
朗
叩
０

・Ｍ

Ｃｍ

Ｃｍ

吋
Ｃ
ト
ｆ

下 関 市
~

益　田　市　～　松

　
７
Ｑ
Ｏ
Ｑ
－

　
Ｑ
ａ
ｃ
Ｃ
－

　
ｃ
ａ
ｃ
Ｑ
－

　
ト
Ｃ
Ｃ
６
－

　
¢
Ｃ
Ｃ
Ｑ
－

　
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｍ
－

　
Ｏ
Ｏ
ｆ
Ｑ
－

　
『
Ｃ
″
Ｑ
－

　
刳
Ｃ
ｆ
Ｍ
－

Ｑ
Ｃ
ａ
″
Ｌ
ｇ
－

　
Ｑ
Ｏ
ｆ
Ｑ
－

　
吋
Ｃ
″
Ｃ
－

　
Ｑ
Ｃ
″
Ｃ
－

　
Ｑ
Ｏ
ｆ
Ｑ
－

ａ
Ｃ
ａ
″
Ｌ
ｇ
－

　
ト
Ｃ
″
Ｃ
－

　
∞
Ｏ
ｆ
Ｑ
－

　
ａ
ｃ
″
ｃ
－

　
ｏ
一
ｆ
Ｑ
－

　
『
″
″
Ｑ
－

ｙ
Ｏ
Ｑ
″
Ｌ
ｇ
－

　
刳
″
″
Ｃ
－

　
Ｑ
″
″
Ｃ
－

　
吋
＝
＝
Ｑ
－

　
Ｑ
ｙ
ｆ
Ｑ
－

　
Ｃ
ｆ
ｆ
Ｍ
－

　
ト
″
″
Ｃ
・

　
　
　
　
」

　
Ｏ
Ｑ
ｆ
Ｑ
－

下関市

２００６．Ｓ－９

長門市

１９９Ｓ．フー・９９,１１

心．

１９９８，フー’９９．１１

１９８９，７－８

標高断面図

１９８９．７－８

１９８２．５～８

美東町

江 市間の上下変動（１）

　
Ｑ
ト
Ｏ
Ｑ
り

　
ト
ト
Ｏ
Ｑ
－

　
の
Ｆ
Ｏ
Ｑ
－

　
Ｃ
ト
Ｃ
Ｍ
－

　
Ｃ
¢
Ｃ
Ｍ
－

　
『
∞
Ｏ
Ｑ
－

　
刳
¢
Ｃ
Ｍ
－

　
６
¢
Ｃ
Ｍ
－

ト
Ｏ
Ｑ
ｙ
Ｌ
ｇ
－

　
吋
Ｃ
Ｃ
Ｃ
－

　
哨
¢
Ｃ
Ｍ
－

　
Ｑ
の
Ｏ
Ｑ
－

　
ト
Ｃ
Ｃ
Ｃ
－

ｆ
－
¢
¢
Ｃ
Ｍ
－

ａ
－
の
の
ｏ
Ｑ
－

ｆ
－
Ｃ
¢
Ｃ
Ｍ
－

　
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｍ
－

ｅ
Ｏ
Ｑ
″
Ｌ
Ｑ
－

　
″
Ｃ
Ｃ
Ｍ
－

　
Ｎ
Ｑ
Ｏ
Ｑ
－

　
Ｑ
ａ
ｃ
Ｃ
－

　
″
Ｑ
Ｃ
Ｍ

　
刳
Ｑ
Ｃ
Ｃ

　
Ｑ
暗
Ｏ
Ｑ

　
吋
Ｑ
Ｃ
Ｍ

　
昭
司
Ｃ
Ｍ

　
Ｃ
昭
Ｃ
Ｍ

　
ト
哨
Ｃ
Ｍ

　
の
暗
Ｏ
Ｑ

　
Ｃ
昭
Ｃ
Ｍ

刳
″
ａ
ｆ
Ｌ
ｇ

　
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｍ

　
″
Ｑ
Ｏ
Ｑ

　
刳
Ｑ
Ｏ
の

　
Ｑ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

　
吋
Ｃ
Ｃ
Ｃ

Ｑ
Ｏ
Ｑ
一
ｌ
ｇ

　
Ｑ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

　
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

　
ト
Ｑ
Ｏ
の

　
∞
Ｑ
Ｏ
の

　
ａ
ｃ
ｃ
Ｑ

　
Ｏ
ト
ｏ
の

　
″
ト
Ｃ
Ｃ

　
刳
ト
Ｃ
Ｃ

　
６
ト
Ｃ
Ｍ

　
吻
ト
Ｃ
Ｍ

　
Ｑ
ト
Ｃ
Ｃ

萩市 阿武町 萩市 益田市

ｉ白ヌキli改埋点を示す。２ｏｏ６．日－ｇ使用成果は

　　現地概算櫨による。

第１図ａ　水準測量による下関市～益田市～松江市間における上下変動（下関～萩～益田）

　Fig.la　Vertical crustalmovenlent by preciseleveling survey between Shinlonoseki cityand Matsue cityvia
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水準測量による下関市～益田市～松江市間における上下変動（益田～大田～松江）
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水準測量による九州地方の上下変動

verticalmovenlents from leveling surveys in the Kyushu District.
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第９図　2006年６月12目の大分県中部の地震による地殻変動（地殻変動は見えない）

　Fig.9　Crustal de11）rmationassociated with June 121006 M6.2 earthquake. No signaldetected.

一 421 －


	本文
	第1図(a)
	第1図(b)
	第2図(a)
	第2図(b)
	第3図
	第4図(a)
	第4図(b)
	第5図(a)
	第5図(b)
	第6図(a)
	第6図(b)
	第7図
	第8図
	第9図

	Button1: 
	Button4: 
	Button5: 
	Button6: 
	Button8: 


